
JST ジュニアドクター育成塾 採択企画

生態系保全型開発の先駆的モデル、
九州大学伊都キャンパス生物多様性ゾーンを拠点とした

自然共生志向サイエンティスト育成のための

「九州ジュニアドクタープログラム」 

一般社団法人 九州オープンユニバーシティ



企画内容・目標（育成人材像）

"Normal", but "Special"

【育成目標とする人材像】

日常的に目にする自然へのポジティブな感情と統域・学際的な科学リテラシーを有し、
様々なステークホルダーと協調・協働しながら自然共生社会の構築を牽引するリーダー

【解決すべき課題】自然共生に関して…

・居住地域の自然に繰り返し触れ、貴重な
発見をする機会の減少

・多様な立場の人々と共感・協働すること
の難しさ

・科学的なリテラシーや共通スキルを学校
教育において身に付ける機会の少なさ

【重点項目】身に付けたい資質・能力

・身近な自然に対するポジテイブな感情
「向自然性」

・多様なステークホルダーと協働できる力
「協調性」

・科学者としての総合的能力「探究力」



プログラムの流れ

• マスターコースでは、１７
コマの講座を受講できま
す。

• 土日祝日や夏・春休みなど
の学校休業日に開催します
が、学校行事と重なる場合
はそちらを優先してくださ
い。

• 受講できなかった人は、後
日YouTubeで配信する録画
映像を視聴してください。



学びを応援する専門家たち
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実習（M ，夏・春休み３日間）

9月23日
（金）

9月24日
（土）

9月25日
（日）

午前
9〜12時

移動（往路）
植物分類検索
表づくりWS

水生動物３D
画像作成WS

午後
1〜4時

保全ゾーン見
学
標本づくり
WS

昆虫スケッチ
WS

移動（復路）

世界に先駆け、里山の全生態系を保全しながら開発・移転
した九州大学伊都キャンパスの生物多様性保全ゾーン



インタラクティブセミナー（M ，隔月）

実習を踏まえた対話やワークを通じて、自然
共生に関する実践例や、専門的な知識・理論
を学びます。オンライン参加できます。

• １０／２３ １３：００〜１４：３０ 動
物の音声コミュニケーションとその記録・
分析方法の実際（村上）

• １１／２７ １３：００〜１４：３０ 九
大生物多様性保全ゾーンの成り立ちとそこ
で得られた研究成果（仮）（矢原）

• ２／２６ １３：００〜１４：３０  生
物のデータの取り方、まとめ方、表現方法
の基礎（鹿野）



ゲスト授業・フィールドツアー（隔月）

自然と共生する社
会を目指して仕事
をしているさまざ
まな分野の方々を
招聘・訪問し、そ
の活動内容に関す
る話しを聞きま
す。オンライン受
講、録画動画視聴
できます。

• １１／ ３ ０９：００〜１７：００ うきはの山茶

• １２／１８ １３：００〜１４：３０ 黒岩亜梨花



受講生の育成計画

◆育てたい人材像（能力・資質・水準）



心理尺度による能力・資質の評価

• 向自然性… 「自然に対する感情反応」尺度（芝田, 2016）20項目の総合平均点で評
価



• 傾聴力… 「小学生用ビッグファイブ性格検査」尺度（村上・畠山, 2010）のうち、
協調性6項目、「コミュニケーションスキル」尺度（藤本・大坊, 2007）のうち自己
統制、他者受容、関係調整、各４項目の総合平均で評価

心理尺度による能力・資質の評価



• 適応力…「小学生用ビッグファイブ性格検査」（村上・畠山, 2010）のうち外向性、
協調性各6項目の総合平均で評価

• 好奇心… 「小学生用ビッグファイブ性格検査」尺度（村上・畠山, 2010）のうち、
開放性6項目で評価

• 忍耐力… 「小学生用ビッグファイブ性格検査」尺度（村上・畠山, 2010）のうち、
勤勉性6項目で評価

• 情報収集力…インタラクティブセミナーやフィードバックホームワーク、SNSにおい
て、到達状況を参与観察評価

心理尺度による能力・資質の評価



受講生の一次選抜

• 応募人数…16人

• 選抜人数…16人

• 学年構成…小4＝1、小５＝3、小６＝6、中1＝5、中3＝1人

• 書類審査員（6人）評価平均点＝4.8（５点満点）

• 地域…福岡11、対馬2、屋久島1、東京1、北海道1人

• 男女比＝10：6



メンターの役割、支援・指導の工夫

• タスク

① 実習時の安全確保、グループワークの活性化。

② 受講生の興味・関心や特定の分野の優れた能力を参与観察。 

③ 月例メンター会議において実施体制、運営方法、プログラム教材について相互批

判し、改善を図る。

• 支援・指導の工夫

① メンターの男女比（現在、メンターは女性３：男性３）に配慮している。

② 活動時の参与観察に基づく情報交換に時間を割いている。

③ 指導者による指名発言、メンターのファシリテートによるグループディスカッ

ションを適宜設ける。

④ 女性の学位取得者をゲスト授業講師として積極的に採用している。
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